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論文の要旨及び判定理由 

 

電気けいれん療法（Electroconvulsive Therapy : ECT）は薬物治療抵抗性うつ病に対する主

要な治療法の1つであるが、その作用機序は依然不明である。近年のMRI研究により、うつ病患者

のECT施行前後における脳の形態学的および神経機能的変化が明らかになってきているが、これ

までに行われた研究は観察期間が数ヶ月以内の短期間のものがほとんどで、うつ病患者の脳への

ECTの長期効果に焦点を当てた研究はわずかである。本論文は、ECT施行後、長期間経過したうつ

病患者を対象として、感情調節機能に重要な役割を果たしているとされる海馬の形態学的および

神経機能的な変化を検討したものである。 

治療により寛解状態に至ったうつ病患者（14名）を、ECT治療歴のある群（ECT群：5名）とECT

治療歴のない群（non-ECT群：9名）に分け、海馬について形態学的にはvoxel-based morphometr

yを用い、神経機能学的には安静時Blood oxygenation level dependent signalを用いて群間差

を検討した。ECT群とnon-ECT群の間で、海馬に形態学的な有意差は認めなかったが、左右の海馬

間のfunctional connectivityについてnon-ECT群に比べECT群で有意に低いという神経機能学的

な群間差を認めた。少数例についての横断研究であるという制約はあるが、ECTにより海馬に長

期的な神経機能的変化が起こる可能性を示した結果であり、うつ病に対するECTの治療効果の脳

基盤を示唆した意義にもとづいて、博士（医学）の学位に値するものと判定した。      
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